
●トランプにて最小スキップを順番に調査した。最小第一スキップ。

レビ記14:11に集中して（スキップ数2）暗号化されていることが分か

る。 

レビ 14:11 清めをなす祭司は、清められる人

とこれらの物とを、会見の幕屋の入口で主の

前に置き、（清めの儀式） 

【テキスト解釈】 「清めの捧げもの」の規定。これは「清めの八日目」

の指定事項。八日目は「新生」を意味する（割礼も八日目など、ゲマ

トリアの8は神の数字）。トランプの言動は「アメリカ（世界）の新生」の

「清めの儀式」との解釈も可能か。 

●トランプの最小第二スキップ 

レビ 13:45 患部のある重い皮膚病人は、その衣服を裂き、その頭を

現し、その口ひげをおおって『汚れた者、汚れた者』と呼ばわらなけ

ればならない。13:46 その患部が身にある日の間は汚れた者としな

ければならない。その人

は汚れた者であるから、

離れて住まなければなら

ない。すなわち、そのすまいは宿営の外でなければならない。（皮膚

病） 

【テキスト解釈】 この箇所は皮膚病規定で、当時、皮膚病は神への

罪の罰として考えられていた。新約時代の「パリサイ人のパン種」のよ

うなものか、「隔離」が最も良い対処法だった。つまりトランプはアメリ

カの悪の感染部分や感染人を判断し、隔離（＝刑務所？へ送り込

む）と理解すれば、理解しやさすぎる（読み込みすぎだろうが）。 

●トランプの最小第三スキップ（旧約聖書全範囲にての） 

詩篇 32:6 このゆえに、すべて神を敬う者はあなたに祈る。大水の押

し寄せる悩みの時にも／その身に及ぶことはない。 32:7 あなたはわ

たしの隠れ場であって、わたしを守って悩みを免れさせ、救をもって

わたしを囲まれる。〔セラ 

【テキスト解釈】 歴史的にダビデ王の「七つの懺悔の詩」として有名

な箇所。考えられない被害や災害の時にも神は自分を救ってくれた

という神への絶対的信頼を歌っている。今のアメリカに適用すれば、

2020年の大統領選挙を含む以降のトランプの行動に対して神の導き

やご加護があるという意味にとれる。 

●トランプの最小第三スキップ（モーセ五書の範囲にての） 

出 37:9 ケルビムは翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい、顔は

互に向かい合った。すなわちケルビムの顔は贖罪所に向かってい

た。（贖いの座） 

【テキスト解釈】 「契約の箱」制作の最終段階のケルビム詳細につい

ての指定箇所だ。なぜケルビムの顔が贖罪所に向かっているかとい

えば、贖罪所は契約の血が注がれる、最も重要な場所だからだ。もち

ろんイエスの十字架の血潮が象徴する全人類の救いを証する最も聖

なる場所だ。トランプがここに暗号化・・・少なくとも「トランプ＝聖」を

踏まえたうえでの暗号化と判断できる。トランプはキリストの血潮の御

業を現実化する役目を担っているのかも知れない。 

＃１７４：トランプ「清めの儀式」で、悪の感染部位を隔離。人類

歴史の大変革で世界が新生か？ 

●まとめ 今まで、トランプについては全文字解読を基本としていた。

しかしここまで全世界的に著名になった人物については、世界的に呼

ばれている簡単な呼称＝トランプでの解読が適当だと判断し「トラン

プ」での（少ない文字数の）暗号解読を実施してみた。◆すると、上記

の通りの結構とんでもない検索結果が見えてきた。◆キーワードは八

日目、アメリカ（世界）の新生、清めの儀式、悪の感染部分の隔離、神

の導きと加護、キリストの御業の具現化、など。◆一言で言えば「トラン

プの清めの儀式により、悪の感染部位を隔離。人類歴史は変革し、

世界が新生する」かも、となる。（※私の過去検索PDFを読む場合は、

文字数の少ない暗号解読が優先し、ゲマトリアよりも暗号が優先する

ことを理解したうえで読んで下さい。） 
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